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「
都

氏

文

集
』
の

諸

本

に

つ

い

て

中

條

順

子

「
都
氏
文
集
」
は
都
良
香

(八
三
四
-
八
七
九
〉
の
作
品
集
で
あ

り
、

「
三
代
実

録
」
等

で
は
六
巻
か
ら
成

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
本

は

い
ず

れ
も
三
巻

の
残
闊
本

で
あ
り
、
巻

三
-
五
と
記
す
伝
本

も
あ

る
こ
と
か
ら
、
首

尾
を
侠
し
た
形
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
内
容

に
は
、
賦

・
銘

・
讃
を
は
じ
め
と
し

て
、
対
策

や
省
試

の
詩
作

に
対
す
る
評
定

の
文
な
ど
、
当
時
、
文
章
博
士

の
立

場

に
い
て
文
字

に
携
わ

っ
て
い
た
人
物

の
作
品

に
対
す
る
見
方
を
垣
間
見

る
こ

と

の
で
き

る
文
章
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
資
料

の
貴
重
な
こ
と
は
既

に
川
口
久

雄
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
、
平
安
朝
漢

文
学
作
品

の
例

に
も
れ
ず
、

こ
れ
ら

の
作

品
に
対
す
る
注
釈

は
お
ろ
か
、

そ
の

土
台
と
な

る
と

こ
ろ

の
本
文
批
判
さ
え
も
な
さ
れ
て

い
な
い
、
と

い
う
現
状

で

あ
る
。

本
稿

は
、
現
存

す
る
伝
本
を
整
理
し
て
、
よ
り
純
粋

な
信
頼
し
う
る
伝
本
及

び
本
文
を
得
る

こ
と
を
め
ざ
す
も

の
で
あ

る
。

現
存
す
る
こ
と
を

確
認

で
き
た

「
都
氏
文
集
」

の
伝
本

は
、

『
国
書

総
目

録
』
及
び

「
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史

の
研
究
」

(上
巻
一
六
八
頁
〉
に
所
載

の
諸
本

に
、
更
に
二
本

(
東
北
大
学

本

・
井
上
文
庫

本
)
を
加
え
た
十

三
本
で
あ

る
。

以
下

に
簡
単
な
書
誌
を
記
す
。

(
〔

)

は
簡
称
を
示
す
。
)

1
、
内

閣
文
庫
蔵
紅
葉
山
文
庫
本

〔
内
甲
本
〕

大

三

八
.
五
×
二
一
・
五
糎
)
三
冊
。

袋

綴
。

慶
長
写
。

「御
書
籍
来

歴
志
」

に

著
録
さ
れ
た
善
本
。

外

題
は
、

題
策
に

「
都
氏
文
集
三
」

「
都
氏
文
集
四
」

「都
氏
文
集
五
」
と
記

す
。
内
題
も
同

じ
。
第

一
・
第

二

・
第

三
冊
は
各

一
丁

の
白
紙
を
前
後

に
も
ち
、

墨
付
は
順

に
、

一
八

・
二
二

・
一
九
丁
。
罫
線
の
入

っ
た
楮
紙

に

半
丁

一
七
字
八
行
書
。

巻
首

に

「
秘
閣
圓
書
之
章
」

「
内
閣
文

庫
」

「
日
本
政
府
圖
書
」
、
巻
尾

に

「
日
本
政
府
圖
書
」

「
内
閣
文

庫
」

の
印

記
を
も

つ
。
識
語

・
奥
書

・
書
入
れ
の
類
は
な

い
。

2
、
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
本

〔
内
乙
本
〕

二
冊
で

一
組
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
第
二
冊
に
は

「
都
氏
文
集
補
遺
」
と

あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
年

代
も
異
な
る
。

○
第

一
冊

大

(二
八
・
二
X
一
九
・
○
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

江
戸
初
期
写
。

外
題

は

「
憂
本
都
氏
文
集

全
」

と
打
付
書
。

内

題
同
じ
。

墨
付
六
○
丁
。

一
七
字

八
行
書
。
墨
で
校
合
す
る
が
、
傍
書

・
ミ
セ
ケ
チ
の
他
、
字

の
上

に
加
筆
修

正

し
た
た
め
読

み
づ
ら

い
箇
所
も
か
な
り
あ
る
。

一
部

朱

で
読
点
を
施
す
。
巻
末

の
左
下
端

に

「
春
斎

一
校
」
と
墨
書

。
書
写

は
巻
毎

に
異
筆

の
よ
う
で
あ
り
、
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巻
三
本
文
と
校
合
文
、
及
び

「
春
斎

一
校
」
が
同
筆
と
思
わ
れ
る
。

『内
閣
文

(
注

2
)

庫
國
書
分
類
目
録
」
に

「
林
恕
等
」
の
写
、
と
あ
る

こ
と
も
考
え
合
わ
せ
て
、

内
乙
本

は
林
驚
峯
他
二
名

が
書
写
し
、
驚
峯
が
校
合
を
し
た
と
み
る

こ
と
が

で

き
る
よ
う
に
思
う
。

印
記

は
、

表
紙
右
上

と

巻
尾

に

「
昌
平
坂
学
問
所
」
黒

印
、
巻
首

に

「
林
氏
蔵
書
」
「
日
本
政
府
圖
書
」
「
江
雲
清
樹
」

「
浅
草
文
庫
」

印

が
あ
る
。

「
江
雲
泪
樹
」
か
ら
林
羅
山

の
手
沢
本

で
あ
り
、
又
、

「
林
氏
蔵

書
」
印

か
ら
、
林
述
斎

の
時

に
昌
平
坂
学
問
所

へ
移
管
さ
れ
た
も

の
と
推
定
さ

れ
る
。

○
第

二
冊

大

(二
八
・
二
x
充

・
○
糎
)

袋
綴
。

第

一
冊
と

同
じ
体
裁
で
同

じ
淡
茶

の
表
紙
を
も

つ
が
古
色

に
劣
る
。
外
題

(題
簸
)
に
は
「
都
氏
文

集
補
遺
」

と
記
す
。
内
題
も
同
じ
。

墨
付

二
○
丁
。

一
七
字

一
〇
行
。
本
文

の
末
尾
六
丁

は

一
六
字

八
行
書
。
巻

尾
三
丁

に
わ
た
り

「
慶
安

二
年

孟
妹
日

常
山

率
然
子

撰
」
と

い
う
光
囲

の
蹟
文
を
記
す
が
江
戸
後
期

の
写
で
あ

る
。
印
記
は
、
巻
首

に

「
書
籍
館
印
」

「
浅
草
文
庫
」

「
和
学
講
談
所
」

「
日
本
政
府
圖
書
」
の
四

印

を
も

つ
。
印
記
か
ら
辿
り
う
る
上
限
は

「
和
学
講
談
所
」
と

い
う

こ
と
に
な

ろ
う
。

3
、
内
閣
文
庫
蔵
紅
葉
山
文
庫
本

〔
内
丙
本

〕

大

(二
九
・
八
×
二
〇
・
三
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

江
戸
中
期
写
。

外
題
は
題
籏
に

「

都

氏
文
集

全
」
と
記
す
。
内

題
同
様
。
全
四
九
丁
。
内
墨
付

四
八
丁
。

二
○
字

九
行
書
。

「
日
本
政
府
圖
書
」

「
秘
閣
圓
書
之
章
」

「
紅
葉
山
本
」

「大
学
校

圖
書
之
印
」

の
四
印
を
も

つ
。

一
三
ケ
所
に
異
本
と

の
校
合
を
墨
書
す
る
。
奥

書
等

は
な

い
。

4
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本

〔
静
本
〕

大

三
七
・
三
×
一
八
・○
糎
)
一
冊
。

袋

綴
。

外
題
は
打
付
書

で

「都
氏
文
集
」

と
あ
り
、
内
題
も
同
じ
。

墨
付

五
○
丁
。

一
九
字
九
行
書
。
朱
と
青
と
で
校
合

し
、
訓
点
を
施
す
。
印
記
は
、
巻

首
に

「
静
嘉
堂
蔵
書
」

「
松
井
氏
蔵
書
章
」

の
二
印
を
も

つ
。

榊
原
芳
野
旧
蔵
の
松
井
簡
治

蔵
本
と

い
う
。
巻
尾
に

「
右
都

氏
文
集

一
冊
依

/
君
命
繕

写
既
成
以
弘
文

院
林
学
士
柳
谷
野
子
/
苞
家
蔵

之

二
本
校
之
/
岩
寛
文
壬
子
仲
夏
初
九
之
日
日
永
丈
几
識
」
と

い
う
筆
写
者

の

も

の
と
思
わ
れ
る
識
語
を
も

つ
。

5
、
加
賀
文
庫
本

(東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
)

〔加
本
〕

大

三
七
・
三
×
一
八
・
○
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

江

戸
末
期
写
。

題
籏
の
上
部
が
破

損

し

「
口
口
文
集

全
」
と
読
め
る
。
内
題

「都
氏
文
集
」
。
墨
付

五
○
丁
。

(
注

3
)

一
九
字
九
行
書
。
巻
首

に

「加

賀
文
庫
」

「
孝
経
棲
」

の
印
記
を
も

つ
。
加
賀

豊
三
郎
氏
蒐
集
本

で
あ
る
。
施

点
は
最
初

の

一
行

の
み
で
、
以

下
、
校
合

・
書

入
れ
の
類
は
な

い
。
静
本
と
同
じ
寛
文

の
識
語
を
も

つ
が
、
筆
写
者

の
も

の
と

は
思
わ
れ
な

い
。

6
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵
菊
亭
家
依
託
本

〔
京
大
本
〕

大

三
九
・
O
×
二
○
・
六
糎
)

一
冊
。

袋

綴
。

江

戸
初
期

の
写
。

「都
氏
文
集
井

補
遺
」
と
打
付
書
。

内
題
同
じ
。

都
氏
文
集
本
文

と
補
遺
と
を
合

綴
。

一
筆

で

あ
る
。
文
集

・
補
遺
共

に
目
録
を
も

つ
。
全
七
○
丁
。
前
後

に
白
丁

二
丁
、
文

集
の
墨
付
五
五
丁
、
半
丁

の
白
紙
を
は
さ
み
、
補
遺

一
一
丁
が
続
く
。

一
七
字

一
○
行
。

「今
出
川
蔵
書
」
の
印
記
を
も

つ
。

奥
書

・
識
語

の
類
は
な

い
。
朱

と
墨
で
校
合
し
、
朱

で
句
点
を
打

つ
。

7
、
書
陵
部
蔵
本

〔
書
本
〕

大

(二
五
.
五
×
一
七
.
六
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

江
戸
初
期

の
写
。

題
簸

の
剥
落
し

た
跡
が
あ
り
、

「
都
氏
文
集

全
」
と
打
付
書
。
内
題
も
同
じ
。
全

五
二
丁
。

う
ち
墨
付
五
○
丁
。

一
九
字

九
行
書
。

「
宮
内
庁
圖
書
印
」

「圖
書
寮
印
」
を

も

つ
。
異
本

と
の
校
合
を
墨
書

し
、
朱

で
傍
線

・
傍
点
を
施
す
。
三

ケ
所

に
付

箋
を
も

つ
。
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8
、

陽
明
文
庫
蔵
本

〔
陽
本
∪

大

(二
七
・
○
x
一
九
・
五
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

近
世
初
期
写
。

外
題
は

「
都
良
香

集
全
」
と
打
付
書
。
内

題
は

「都

氏
文
集
」
と
あ
る
。
表
紙
見
返
し
に
、

「
本

朝
書
籍
目
録
云
都
氏
文
集

一
帖
郷
良
香
/

三
代
実
録
三
十

五

元
慶
三
年

二
月
廿

五
日
云
/
文
章
博
士
従

五
位
下
兼
大
内
記
越
前
権
介
都

朝

臣

良

香
/
有

集

六

巻
」
と
墨
書
。
白
丁
は
な
く

墨
付

三
八
丁

一
。
九
字

一
二
行
書

。
朱

で
三
代
実
録

・
イ
本

・
別
之

イ
本

と
校
合
す
る
。
印
記

・
奥
書

の
類

は
な

い
。

9
、

三
手
文
庫
蔵
今
「
井
似
閑
奉
納
本

〔
三
手
本

〕

大

(二
七
.
九
×
二
○
.
○
糎
)
一
冊
。

袋
綴
。

表
紙
中
央

に

打
付
書

で

「
都
氏
文

集
杜
中
闘
本
」

(上
雫

に
朱
で
ミ
セ
ケ
チ
を
施
し
、
…

と
す
る
)
と
墨

書
。
内
題
同
じ
。
紙
数
は
全
五
六
丁
。
う
ち
墨
付

五
三
丁
。

一
七

字

一
○
行
書

。
巻
首
右
上

に

「
賀
茂

三
手
文
庫
」
印
、
右
下

に

「上
鴨
奉
納
」

瓢
形
印
、

「今
井

似
閑
」

の
印
を
も

つ
。
巻
尾

に

「
右
都
氏
文
集
闊
本

三
巻
者

手
(朱
)

愚
人
借
洛
下
/
松
下
見
林
里
之
本
令
人
寓
之
半
自
校
之
/
三
代
実

録
井
本
朝
文

粋
所
載
者
以
彼
互
/
校
其
佗
更
得
好
本
之
時
可
校
耳
/
元
禄
十
年
歳
次
丁
丑
九

月
七
日
/
密
乗
沙
門
契
沖
」
と

い
う
奥
書
を
も

つ
。
文
粋

・
三
代
実
録
と
朱

で

校
合
し
、
加

点
。
契
沖
書
入
本
。

10
、
山

口
県
立
山

口
図
書
館
蔵
本

〔
山

口
本
〕

大

(二
五
・
五
×
一
九
・
五
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

外
題
は
左
上
の
題
策

に

「
都
氏
文

集
」
と
記
す
。
内
題
同
じ
。
全
六
七
丁
。
う
ち
墨
付
六
五
丁
。

=
二
字

一
○
行

書
。
巻
首

に

「
明
倫
館
印
」

を
も

つ
。
朱

で
校
合
し
、
三
手
本

と
同
じ
契

沖
の

奥
書
を
も

つ
。

こ
の
山
口
本

は
、
藩
校
明
倫

館
の
創
設

に
あ
た

っ
て
、
上
鴨
神

社

に
奉

納
す

る
こ
と

に
な

っ
て
い
た
今

井
似
閑
本
を
長
州
に
運
び
、
数
人
の
手

(
注

4
)

で
短
期

間
に
転
写
し
た
、
所
謂
大
黒
屋
本

の
中

の

一
本

で
あ

る
。
よ

っ
て
、
奥

書
に
い
う
元
禄
十
年
よ
り
三
十
年
程
後
の
享
保
四
年
ー

元
文
四
年

(明
倫
館

創
設
i

神
社
へ
奉
納
終
了
)
の
間
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(注

5
)

11
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

〔
東
北
大
本

〕

大

三
冊
。
袋
綴
。
江

戸
後
期

の
写
。
外

題
は
打
付
書

で

「
都
氏
文
集
上
」

「
都

氏
文
集
中
」

「都

氏
文
集
下
」
と
記
す
。
巻
首
に

「
第

二
高
等
学
校
圖
書
」
印

を
も

つ
。
朱

で
校
合

し
、

三
手
本

・
山

口
本
と
同
じ
元
禄
十
年
契
沖
の
奥
書
を

有

し
て
い
る
。
墨
付

は
順

に

一
七

・
廿

一
・
一
八
丁
。

一
六
字

一
○
行
書
。

12
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

〔
九
大
本
〕

大

(二
七
・
五
×
一
九
・
二
糎
)

一
冊
。
袋
綴
。
外
題
は
な
い
。

内
題

「都
氏
文
集
」
。

(注
6
)

全

三
八
丁
。
う
ち
墨
付

三
六
丁
。

二
○
字

=

行
書
。
巻
首
右

下
に

「
歳
寒
堂

所
蔵
/
附
與

明
倫
堂
/
敬
承
組
義
塾
/
不
敢
出
他
方
/
同
門
看
讃
者
/
粛
無
致

孟
浪
」
と

い
う
朱
印

(五
・
三
x
七
・
○
糎
)

を
も

つ
。

奥
書
、
書
入
れ
は
な

い
。
江
戸
末
期

の
写
。

13
、
井

上
文
庫
蔵
本

(東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
井
上
哲
次
郎
文
庫
)

〔
井
上
本
〕

大

(二
六
.
四
×
一
八
.
六
糎
)

一
冊
。

袋
綴
。

外
題
は
打
付
書

で

「都

氏
文
集

完
」
と
あ
る
。
内
題
も
同
じ
。
墨
付
四

輔
丁
。

=

行

一
九
字
書
。

「井
上
巽

軒
蔵
書
之
印
」

「
井
上
文
庫
」
印
を
も

つ
。校
合
、
書
入

れ
は
な

い
。
四

一
丁
裏

の
末
行

に

「
右
都
氏
文
集

三
巻

畑
肝
天
和
初
元
孟
冬
既
望

罵
」
と

い
う
識

語
を

も

つ
が
、
書
写
年
代

は
天
和
よ
り
下

っ
て
、
江
戸
末

期
と
推
定
さ
れ
、
筆
写
者

自
身
の
識

語
と
は
考
え
ら
れ
な

い
、

二

 

以

上
、
現
存
す
る
伝
本

の
書
誌

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
が
、
原
典

に
よ
り

近

い
形

に
潮
源
す
る
た
め

に
は
、
次

に
伝
本
間

の
関
係
を
把
握
し
系
統
だ

て
る

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
十

三
本
は
内
容
や
配
列
に
お
い
て
そ
れ
程
大
き
な
違

い

一20一



は

見
ら

れ

な

い
が
、

字

句

に
関

し

て
か

な

り

の
異
同

が

み

ら

れ

る
。

そ

こ

で
、

先

ず

、

「
伝
本

間

に
共

通

す

る

異
字

」

を

手

懸

り
と

し

て
、
本

文

の
内

部

か

ら

検

討

を

加

え

て

み

よ
う

と

思

う
。

書

誌

に
お

い
て
既

に
奥

書
等

共

通

の
要

素

を

も

つ
伝

本

も

存

す

る
が

、
本

文

の
問

題

は

そ
れ

ら

と

は
離

し

て
考

え

る

べ
き

で

あ

り

、
十

三
本

の
本

文

を

全

く

同

じ

条
件

の
も

と

で
比

較

す

る

の
が

妥
当

で
あ

る

と
考

え

る
。

十

三
本

の
共

通

異
字

数

は
六

二
五

で
あ

る
。

本
来

な

ら
ば

全

共

通

異
字

を

示

し

て
検

討

す

べ
き

で
あ

る
が

、

今

は

こ
れ

を

略

し

、
共

通

異

字

を

も

つ
伝

本

の

組

合

せ

を

表

に
し

て
示

す

。

。
た
と
え
ば
、
内
甲
本
と
内
乙
本
に

「猫
喧
而
」
と
あ
り
、
内
丙
本

・
静
嘉
堂
本

・加
賀
本

・
京
大
本

・
　
陵
部
本

・陽
明
本

・
三
手
本

・山
口
本

・
東
北
大
本

・九
大
本

・
井
上
本
に
、

「猶
喧
而
」

と
あ
る
場
合
は
、

B

内
甲内
乙
・
内
丙
静
加
京
書
屠
三
山
東
九
井

の
組
合
せ
と
な
る

○
そ
の
組
合
せ
を
も
つ
共
通
異
字
の
多
少
が
、
そ
の
ま
ま
組
合
せ
内
の
伝
本
間
の
親
疎
を
示
す
指
標

と
な
る
。

o
表
に
は
共
通
異
字
を
11
以
上
も
つ
組
合
せ
を
数
の
多
い
順
に
並
べ
、
A
～
」
と
し
た
。
こ
の
10
の

組
合
せ
に
は
、
共
通
異
字
晒
中
獅
が
含
ま
れ
、
残
り
の
脚
は
撚
の
組
合
せ
に
分
か
れ
る
が
、
共
通

異
字
は
10
以
下
で
あ
り
、
伝
本
聞
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
ひ
と
ま
ず
考
察
の
対

象
外
と
す
る
。

伝
本
の
組
合
せ

三
山
東

●
内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
書
陽
九
井

内
甲
内
乙
●
内
丙
静
加
京
書
陽
三
山
東
九
井

書
陽

・
内

甲
内
乙
内
丙
静
加
京
三
山
東
九
井

内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
　
陽

●
三
山
東
九
井

内

甲
内

乙
内
丙
静
加
京
書
陽
井

●
三
山
東
九

内

甲
内

乙
京

●
内
丙
静

加
書
陽

三
山
東
九
井

内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京

●
書
陽
三
山
東
九
井

組
合
せ
に
含
ま
れ
る

共
通
異
字
数

内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
書
陽
九

・
三
山
東
井

内
甲
内
乙
京
書
陽

・
内
丙
静
加
三
山
東
九
井

内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
　
陽
三
山
東

●
九
井

以

下
、
表

に
よ

っ
て
明
ら
か

に
な
る
関
係

に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。

①
三
手
本

。
山

口
本

・
東
北
大
学
本

に
つ
い
て

こ
れ
ら

三
本

の
独
自

の
共
通
異
字
数

は
表

の
A
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

群
を
抜

い
て
い
る
。
書
誌

の
上
で
も
、
同
じ
奥
書

を
有
す
る
と

い
う
共
通
点
を

も

つ
三
本
が
、
本
文

の
面

で
も
極

め
て
近

い
関
係

に
あ
る

こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
再
び

三
本
共
通

の
奥
書
を
取
り
上
げ

て
若
干
の
考

察
を
加

え
て
み
た

い
。

右
都
氏
文
集
闘
本
三
巻
憲

訟

洛
下

松
下
見
林
曳
之
本
令
人
寓
之
串
自
校
之

三
代
実
録
井
本
朝
文
粋
所
載
者
以
彼
互

校
其
佗
更
得
好
本
之
時
可
校
耳

元
禄
十
年
歳
次
丁
丑
九
月
七
日

密
乗
沙
門
契
沖

「令
人
窺
之
半
自
校
之
」
の

「半
」
が

「乎
」

「手
」
い
ず
れ
か
紛
ら
わ
し
い

た
め
二
通
り
の
見
方
が
で
き
る
。
即
ち
、

「乎
」
と
よ
む
と
、

「松
下
見
林
の

本
を
借
る
。
人
を
し
て
写
さ
し
む
る
か
。
自
ら
之
を
校
ず
云
々
」
と
な
り
、

見
禁

が
見
林
以
外
の
他
者
の
写
で
あ
.
雛

読

よ
・つ
。
こ
れ
を

「手
」
と

み
る
と

「
手
自
」
が

「
て
ず
か
ら
」

と
訓
め
る

の
で
、

「
松
下
見

林
の
本
を
借

り
、
人
を
し
て
之
を
写
さ
し
め
、

て
ず
か
ら
之
を
校
し
た
」

の
意

に

と

れ

よ

う
。

三
手
文
庫

の
御
教
示
に
よ
れ
ば

こ
の
三
手
本

は

「
契
沖
書
入
本
」
と

い
う

こ
と

で
あ
る
か
ら
、
本
文

は
異
筆
と
み
る

べ
き
で
、

こ
こ
は

「手
自
」
と
よ
む

一21一



の
が
妥
当

で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が

っ
て
奥
書

の
大
意
は
、
人
に
悪
ん
で
松

下
見
林
里

の
本

を
借
り
、
人

に
写
さ
せ

て

(
契
沖

が
)

て
ず
か
ら
校
合
し
、
本

朝
文
粋
や

三
代
実
録

に
載

っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
と
校
合
し
た
、

そ
の
他

の
も

の
は
好

い
本
が
得

ら
れ
た
時

に
校
合
す

べ
し
、
と

い
う
の
で
あ
ろ

う
。
今
井
似
閑
奉
納
本
中

の
少
な
く
と
も
凌
雲
集

・
経
国
集

・
霊
異
記
等
五
部

の
書
物

に
、
元
禄
十
-
十

二
年

の
間

に
契
沖
が
見
林
か
ら
借

り
て
書
写
校
合

し

た
旨

の
奥
書

で
あ
り
、

こ
の
本
も

そ
の
中
の

一
本

で
あ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

契
沖
自
筆
の
奥
書
と
書

入
を
有
し

て
い
る
三
手
文
庫
本
に
対

し
て
、
他

の
二

本

は
そ
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
書
誌
で
も
触
れ
た
が
、
山

口
本
は
伝
写
経

路

の
明
瞭
な
三
手
本

の
直
接
の
転
写
本

で
あ
る
。
即
ち
、
長

州
藩
校
明
倫
館
創

設
の
享
保
四
年

か
ら
元
文
四
年

の
間

に
転
写
さ
れ
た

の
が
山

口
本

で
あ
り
、

転

写
後
す
ぐ
に
上
鴨
神
社

に
奉
納
さ
れ
た
親
本

が
三
手
本
で
あ
る
。

山

口
本

に

は
、
短
期
間
で
の
忠
実
な
転
写

で
は
あ
る
が
数

ヵ
所

に
脱
字

や
校
合
文
の
本
文

混
入
が
み
ら
れ
る
。

一
方

、
東
北
大
本
は
、
山

口
本
と
脱
字

箇
所

を

共

有

せ

ず
、
山

口
本

と
は
別

の
経
路
を
辿

っ
た
三
手
本

の
転
写
本
で
あ

る
ら
し

い
。

三
手
本
及
び
そ
の
転
写
本
は
、
前
掲

の
表
、

D
E
G
H
か
ら
、
九
大
本

・
井

上
本
と
多

く
の
要
素
を
共

有
し
、
内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
本
と
は
要
素
を
異
に
す

る
場
合
が
少

な
く
な

い
よ
う
で
あ

る
。
以
下
、
共
通
異
字

の
中

か
ら
数
例
を
示

し
て
み
る
。

○
共
通
異
字
例
の
上
に
、
静
嘉
堂
本
に
お
け
る
異
字
の
位
置
を
示
し
た
。

た
と
え
ば

「16
ウ
九
」
は

「第
16
丁
裏
九
行
目
」
を
い
う
。

●
は
異
字
を
示
す
。

。
先
述
の
如
く
、
伝
本
間
に
は
配
列
等
の
大
き
な
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
伝
本
間
の
字
句

の
異
同
は
、
あ
る
時
点
で
偶
然
に
よ
り
生
じ
た
異
同
の
た
め
も
と
は
一
つ
で
あ
っ
た
本
文
が
分
岐

し
た
こ
と
に
帰
因
す
る
と
み
ら
れ
る
。

以
下
に
あ
げ
る
共
通
異
字
の
例
も
、
伝
本
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
者
の
手
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
で
は

な
く
、
前
次
元
の
分
岐
時
点
に
お
け
る
親
本
の
姿
に
も
と
つ
く
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
る
よ
う
に
つ

と
め
た
。

D
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E
泌
オ
四

G

32

ウ
六

=

二
山

東
九

井

一

閏
二
月
廿

一
日

松
羅
之
茂

不
為
召
之
功
臣
有
傳
世

元
慶
二
年
五
月
五
日

三

山

東

九

出
狼
雑
之
世
界

入
妙
趣
之
法
門

一

護

三
山
東
九
井

竹
野
郡
松
原
村

他

本

閏
月
廿
一
日

松
羅
之
義

以
為
古
之
功
臣
有
傳
世

元
慶
六
年
五
月
五
日

他

本

出
雑
之
世
界

入
妙
趣
之
法
門

他

本

竹
野
郡
松
原
林

こ
れ
ら

の
例
か
ら
み
て
も
、
三
手
本
系
統

の
三
本
及
び
九
大
本

・
井
上
本
と

の
間

に
か
な
り
近
い
関
係
を
想
定

し
て
も
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右

に
あ
げ
た
例

の
い
く

つ
か
を
本
文

に
即
し
て
み
て
み
よ
う
。

D
の

「
松
羅

之
」

に
続
く
語
と
し
て
は

「
頭
藻
之
礼
」
と
対
を

な
す
た
め

「義
」
が

ふ
さ
わ

し
い
。

「
閏
二
月
」

「
元
慶
二
年
」

の
方
が
史
実

に
即
し
て
み
れ
ば
正
し

い
。

又
、

E
の
例
は

「
妙
趣
之
法

門
」
と
対
を
な
す

の
で

「
雑
之
世
界
」
よ
り

「
狼

雑

Z
世
界
」

の
方
が
お
さ
ま
り
が
良
く
、
G
の

「
郡
」

に
続
く

語
は

「
林
」

よ

り

「
村
」

の
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
み
て
く

る
と

三
手
本
系
統

の
方
が
良

い
本
文

で
は
な

い
か
、
と

い
う
見
方
も

で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
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か
し
な
が
ら
、
文
意
の
通

じ
易

い
、
良

い
本
文
が
原
典
本
来

の
姿

に
近

い
と

い

う
想
定
が
で
き

る
の
と
同
時

に
、
ま

っ
た
く
逆

の
可
能
性
も
存
在
す
る

こ
と
を

忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

一
般
に
、
意
味
が
通
る
の
は
、
後
人
の
手

で
改
変
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
原
典
が
誤
り
の

皆
無
な
本
文

で
あ

っ
た
と
は
限
ら
な

い
の
で
あ

る
。
特

に
、

そ
の
系
統
独
自

の

異
字
が
極
端
に
多
く
、
そ
の
中

に
意
味

の
通
じ
易

い
要
素
が
少
な
く
な

い
こ
の

三
手
本
系
統
の
本
文

の
よ
う
な
場
合
、
後
者

の
よ
う
な
可
能
性
を
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
内
甲
本

・
内
乙
本

に
つ
い
て

こ
の
二
本

の
共
通
異
字
も
か
な

り
多

い
。
代
表
的
な
例
を
数
例
あ
げ
て
み
る
。

B
ー

ウ
九

6
オ
三

19

ウ
六

29
ウ
七

30

オ

四

内

甲

・

内

乙

厭
変
而
霊
墨

掩
曲
朱
唇

死
而
有
知
嘉
慈
哀
贈

逐
沙
鴎
而
而
在
路

ナ
シ

他

本

厭
変
而
壷
黒

掩
典
朱
唇

死
而
有
知
嘉
薙
哀
贈

逐
沙
鴎
而
在
路

左
大
史
山
宿
祢
徳
美
牒

以
上

の
如
く

で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、

「
壷
墨
」

は
、

「
洗
硯
賦
」

の
末
尾

の
字
句

で
あ
り
、

こ
の
賦

に
は
最
初

に

「
池
水
為
之

黒
」
を
韻
字

と
す

る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
は

「
黒
」
字

が
こ
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
内
甲

・
内
乙
本

は
硯
に
取
材
し
た
内
容

に
ひ
か
れ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。

内
甲

・
内
乙
二
本
を
本
文
全
体
に
わ
た

っ
て
比
較
す

る
と
、
行
数

・
字
数

に
と

ど
ま
ら
ず
、
字
体

に
至
る
ま
で
、
内
乙
本

に
は
内
甲
本
以
外
の
新

た
な
要
素
は

ま

っ
た
く
加
わ

っ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、

慶
長
写
と

い
う
古

い
伝

本

で
あ
る
内
甲
本
を
忠
実

に
転
写
し
た
の
が
内
乙
本
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
よ

う

で
あ
る
。
内
甲
本
は
慶
長

の
書
写
ら
し
い
趣
を
も

つ
本

で
あ

る
が
、
脱
字
、

と
り
わ
け
空
白

の
ま
ま
に
し
た
欠
字

箇
所

が
か
な
り
み
ら
れ

る
。
内
乙
本

は
他

本
と
の
校
合

の
際
、
ミ

セ
ケ
チ
や
補
入
だ

け
で
な
く
、
も
と

の
字

に
加

筆
し
た

り
上
か
ら

黒
々
と
別
字
を
記
し
た
場
合
も
多
く
煩
雑
な
印
象
を
受
け
る
。

内
甲
本
及
び

そ
の
転
写
本

と
思
わ
れ
る
内
乙
本
と
近

い
関
係

に
あ
る
と
思
わ

れ
る

の
は
京
大
本
で
あ
る
。
表

の
F
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
内
甲

・
内
乙

・

京
大
本

に
共
通

の
異
字

は
三
五
も
数
え
ら
れ
る
。

F
7
オ
三

37
オ
九

一

内

甲

・
内

乙

・
京

凌
宵
鳳
翔

寅
卯
辰
巳
一
日
之
鮎

他

本

「

凌
脊
風
翔

寅
卯
辰
巳
百
刻
之
貼

可

甲
・内
乙
・皇

内
丙
嘉

塵

29
オ
八

在
所
不
問

在
所
不
同

1

三
山
東
九
井

在
所
不
簡

③
書
陵
部
本

・
腸
明
本

に
つ
い
て

C
6
オ
九

18
オ

三

36

オ

一

一

　

・

陽

此
此
器
之
美

有
駕
瑞
之
詞

莫
姻
扶
而
弥
聲

他

本

此
器
之
美

有
賀
瑞
之
詞

暮
姻
扶
而
弥
鐸
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書
本
と
陽
本

は
組
合
せ

の
表
C
の
よ
う

に
二
本
独
自

の
共

通
異
字
が
多

い
だ

け
で
な
く
右

の
第

一
の
例

の
よ
う
な
重
復
箇
所
も
共
通
し
て

い
る
。
又
、
全
共

通
異
字
六

二
五
中
、
書
本
は
二
○
五
、
陽
本
は
二

一
八
の
異
字
を
も

つ
が
、
そ

の
う
ち

の

一
九

一
が
書
陽
両
本

に
共
通

の
異
字
で
あ

る
。
更

に
二
本
を
比
較
し

て
み

る
と
、
書
本

の
二
九

の
脱
字
箇
所
が
陽
本

の
八
八

の
脱
字
箇
所

の
中

に
完

全

に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
本
は
同
系
統

に
属
す
と

考
え
る

こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
非
常

に
近

い
関
係

に
あ

る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
あ
る
。
た
と
え
ば

両
本

の
間

に
は
僅

か
で
は
あ
る
が
左

の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。
又
、
陽
本
は
書

11

オ
五

13

オ

二

23

オ
九

書
本

臣
某
言

誕
育
之
初

助
莫
祭

陽
本尊 ・始 ・其 ・

本

と

一
致
す
る
二
九
の
脱
字
以
外

に

六
十
程
の
脱
落
が
あ
り
、
同
系
統
と

は
言
え
、
先
述

の
三
手
本
と
そ

の
転

写
本

や
内
甲
本
と
内
乙
本

の
間

に
み

ら
れ
る
よ
う
な
緊
密
さ

は

窺

え

な

い
。
少

な
く
と
も
親
子
関
係
と
は
考

え
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
。

書
本

・
陽
本
を
他
本
と
比

較
す
る
と
や
や
微
妙
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
共
通
異
字
を
例

に
し

て
見
て
み
よ
う
。

C

書
陽

●
内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
三
山
東
九
井

42

の
よ
う

に
他
の
十

一
本

と
異
な
る
要
素
を
多
く
有
し
、

D

内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
書
陽

●
三
山
東
九
井

37

G

内
甲
内

乙
内
丙
静
加
京

●
書
陽
三
山
東
九
井

30

三
手
本
系
統
と
は
、

D
の
よ
う
に
異
な
る
要
素
を
も

つ

一
方

で
G
の
如
く
共
通

の
異
字
を
も

っ
て
い
る
。

F

内
甲
内
乙
京

●
内
丙
静
加
書
陽
三
山
東
九
井

35

1

内

甲
内
乙
京
書
う

●
内
丙
静
加

三
山
東
九

井

15

内
甲
本
系
統
と
は
、

F
の
よ
う

に
対
立
す
る
異
字

を
三
手
本
系
統
と
共
通
し

て

も
ち
、

1
で
は
内

甲
本
系
統
と

の
み
共
通
す
る
異
字
を
有
し

て
い
る
。

G

　
陽
三
山
東
九
井

106

オ ウ

手
損
功
畢

精
誠
誠
苦
求
退
去

内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京

手
指
功
畢

精
誠
苦
求
退
去

}

書
陽
三
山
東
井

一
内
甲
内
乙
内
丙
静
加
京
九

7
ウ
六

I
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22

オ
八

今
集
七
巻

今
集
七
十
巻

内
甲
内

乙
京
書
陽

他

本

熟
為
来
哉

老
弱
没
亡

白
業
風
着

敦
為
来
哉

老
弱
没
三

白
業
夙
着

一
内
甲
内
乙
京
書
旦

凡
褒
贈
之
誤

内
丙
静
加

1

詔

三
山
東
九
井

ー

設

以
上

の
よ
う
に
、
書

・
陽
本

は
、
複
数

の
要
素
を
具
有
し
、
尚
且

つ
独
自

の

異
字
を
も
多
く
も

つ
と

い
う
、
言
う
な
れ
ば
、
中
間

に
あ
る
よ
う
な
感
じ
を
有

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
本
文
が
、
転
写

に
転
写
を
重
ね
た
結
果

に
よ

る
も

の
か
、
或

い
は
逆

に
多

系
統

に
分
岐
す
る
以
前

の
原
典

に
近

い
形
を
残
し

て
い
る
の
か
、
と

い
う
問
題
は
、
本
文

の
正
誤
を
す
ぐ

に
原
典

に
結
び

つ
け
て

「24=



即
断

で
き
な
い
の
と
同
様

に
難
し

い
。

④
静
嘉
堂
本

・
加
賀
本

・
内
丙
本

に
つ
い
て

こ
の
三
本

に
於

い
て
は
、
三
本

の
み

に
共
通

で
他
本
と
は
異
な

る
異
宇
は
九
例

に
す
ぎ
な

い
が
、
や

ゝ
詳
細

に
組
合
せ

の
表
を

み
る
と
、
A
ー

J
に
わ
た

っ

て
三
本

は
常

に
共
通

の
異
字
を
有
し
て

い
る
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
る
。

三
本
中
、
静
本
と
加
本

は
書
誌

で
も

ふ
れ
た
よ
う
に
同
じ
識
語
を
も

つ
。
こ

の
二
本

の
関
係
を
見

て
み
よ
う
。
共
通

の
識
語
を
次

に
示
す
。

右
都
氏
文
集

一
冊
依

君
命
繕

爲
既
成
以
弘
文
院
林
學
士
柳
谷
野
子

苞
家
蔵
之

二
本
校
之

岩
寛
文

壬
子
仲
夏
初

九
之

日
日
永
丈
凡
識

「
弘
文
院
林
学
士
」

に
該
当
す
る
人
物
と
し
て
は
、

「
弘
文
院
学
士
」

の
称
号

を
受
け
た
林
驚
峯

・
林
鳳
岡
父
子

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
鷲
峯
の
受
け
た

の
が
寛

文

三
年
十

二
月

で
あ
る

の
に
対

し
て
、
鳳
岡
が
受
け
た

の
は
識

語
の
寛
文
壬
子

〔
十

二
年
〕
よ
り
十
年
程
後

の
貞
享

四
年

で
あ
る
。
従

っ
て

「
弘
文
院
林
学
士
」

と
は

「
林
鷲
峯
」

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
又
、

「
柳
谷
野
子
苞
」

と
は

「
野
間
成

(注
8
)

(注
9
)

大
」

の
こ
と

で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
こ
の
識
語
の
大
意
は
、
日
永
丈

几
と

い
う

(注

10
)

人
物

が
君
命

に
よ

っ
て

「
君
」
な
る
人
物

の
本

を
写
し
、
林
驚
峯
と
野
間
成
大

(注

11
)

の
家
蔵
本

二
本

で
校
合
し
た
と

い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

静
本

は
全
伝
本
中

で
最
も
脱
字
異
字

の
少
な

い
伝
本

で
あ
る
。
そ
し
て
加
賀

本

は
そ
の
静
本

に
非
常

に
近

い
本
文
を
も

っ
て
い
る
。
加
賀
本

の
本
文

に
み
ら

れ
る
静
本
と

の
僅

か
な
異
同
も
静
本

に
朱

で
傍
書

さ
れ
た
校
合
文

と

一
致
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
加
賀
本

は
静
嘉
堂
本

の
、
或

い
は
静
本

に
き
わ
め
て
近

い
本

の

転
写
本
と
考
え
て
よ
い
よ
う

で
あ
る
。

内
丙
本
は
脱
字

の
少
な

い
写
本

で
あ

る
が
、
脱
字

三
三
字
中

二
四
字
が
欠
字

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
内
丙
本

の
資
料
と
し
て
の
価
値
を
下
げ
て
い
る
と

い
え

よ
う
。

静

.
加

.
内
丙

三
本
を
比
較
す

る
と
、
総
異
字
数
六

二
五
中
、

三
本

の
何

れ

か
が
異
字

を
も

つ
数
が

一
二

一
、

そ
の
う
ち
三
本
が
共
通

の
異
字
を
も

つ
の
が

六
六
で
あ
る
。
が
、

こ
れ
以
外

の
五
五

の
箇
所

で
は
か
な
り
異
な
る
要
素
を
有

し

て
お
り
、
静
本
加
本
と
内
丙
本
と
は
、
同
系
統

で
は
あ
る
が
そ
れ
程
近

い
関

係
と
は
言
え
な

い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
①
～
④

に
わ
た

っ
て
、
共
通
異
字
の
組
合
せ

に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
結
果

に
基
づ

い
て
そ
の
上

に
あ
ら
わ
れ
た
関
係

に

つ
い
て
考
え
て
み
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
伝
本
間

の
つ
な
が
り
を
簡
単

に
整
理
す

る
と
次
の
よ
う

に
な
る

で
あ
ろ
う
。

イ
、
三
手
本

・
山

口
本

・
東
北
大
本
は
同
系
統

に
属
す
。

三
手
本
と
山
口
本

は
親
子
関
係

に
あ
り
、
東
北
大
本
も
三
手
本

の
転
写
本
で
あ
る
。

ロ
、
三
手
本
及
び

そ
の
転
写
本
と
、
九
大
本

・
井
上
本

は
近

い

関

係

に
あ

る
。

ハ
、
内
乙
本

は
内
甲
本
の
転
写
本
と
思
わ
れ
る
。

二
、
内
甲

.
内
乙
本
は
京
大
本
と
共
通
の
要
素
を
多

く
も
ち
、
近

い
間
柄

に

あ
る
ら
し

い
。

ホ
、
書
本

と
陽
本
は
同
系
統

に
属
す
。

へ
、
書

・
陽

本
は
中
間
本
的
な
性
格
を
も

っ
て
い
る
。

ト
、
静
本
と

そ
の
転
写
本
と
み
ら
れ
る
加
本
、
及
び
内

丙
本

は
同
じ
系
統
に

属
し
て

い
る
。

三

一25一



前
節
で
は
、
伝
本
間

の
共
通
異
字
を
中

心
に
し
て
大
ま
か
で
は
あ
る
が
内
部

か
ら
系
統
を
辿

っ
て
み
た
。

こ
の
節

で
は
外
的
特
徴

に
よ
る
湖
源

を
目
的
と
し
て
、
特

に
著
し

い
四
ケ
所

の
脱
漏
を
取
り
上
げ
検
討
を
加
え
る
。

〔
脱
漏
1
〕
陽
本

・
三
手
本

・
東
北
大
本

・
山

口
本

・
九
大
本

・
井
上
本

に
共

通
す
る

一
九
字

の
脱
漏
で
あ
る
。
東
北
大
本
と
山

口
本

は
三
手
本

の
転
写
本
で

あ
る
こ
と
が
既

に
明
ら
か
に
な

っ
て
お
り
、
脱
漏
を
も

つ
の
は
当
然

で
あ
る
か

ら
検
討
対
象
か
ら
省
く
。
残
り
四
本

の
当
該
部
分
を
脱
漏
の
な
い
本
文
と
共

に

列
記
す
る
と
次

の
如
く
な
る
。

<
印
は
脱
漏
箇
所
。
o
印
は
脱
漏
部
分
の
前
後
の
字
を
示
す
。

(
脱
漏

の
な

い
本
文

=
静

33
ウ
ニ
～
四
)
書
本
も
同
じ
。

弟
子
白
某
為

報
生
我
下
讐
之
恩
敬

窩
妙
法
華
経

こ

部
傍
須
来
月
七
日
於
天
台
山
蛮
明
題
目
伏
惟

和
」

尚
慈
悲
在
念
汲
引
忘
疲
戒
行
薫
修
實
無
連
頻
弟
子
」

(
陽
明
本
)

(
三
手
本

)

一
」

法
華
」

v
。

。
<
。

尚

」

経

一

尚

無
」

(
九
大
本

)

(井
上
本
)

o
<
o

o

一

尚
」

こ

"尚

」

以
上
の
よ
う

に
ま

っ
た
く
同
じ
箇
所
を
脱
し

て
い
る
。
脱
漏

の
前
後

に
は
脱

字
を
生

じ
さ
せ
る
よ
う
な
要
因
は
見
あ
た
ら
ず
、
偶
然
に

一
致

し
た
と
は
考
え

に
く

い
。
と
な
る
と
、

こ
れ
ら

の
同
じ
脱
漏
を
も

つ
四
本

の
間

に
は
何
ら
か
の

関
係
の
想
定
が
可
能

で
あ

る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
四
本
を
比
較
す
る
と
三
手
本

や
九
大
本

よ
り
も
陽
本

・
井

上
本

の
よ
う

に

一
行

が
す

っ
か
り
脱
落
し
て
い
る

方
が
、
よ
り
も

と
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
静
本
や
書
本

の

よ
う
な
形
で
あ

っ
た
本
文
が
、

改
行

の
際

の
目
移
り
に
よ
る
転
写
ミ

ス
に
よ
り

陽
本

・
井

上
本

の
よ
う

に
な
り
、
更

に
そ
れ
を
転
写
し
た
た
め
、
三
手
本

・
九

大
本

の
よ
う
な
行

の
半
ば

の
脱
字

が
み
ら
れ
る
、
と
考
え

る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

つ
ま
り
、
三
手
本

・
九
大
本

は
そ
の
親
本

(
三
手

本
で
は
松
下
見
林
本
)

に
既

に

一
九
字

の
脱
文
が
存
在
し
て

い
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

〔
脱
漏
2
〕
三
手
本

・

(山

口
本

・
東
北
大

本
)

・
九
大
本

・
井
上
本

に
み
ら

れ
る
九
字

の
脱
字

で
あ
る
。

(脱
漏
の
な
い
本
文
=
49
オ
八

・
九
)

評
定
擬
文
章
生
詩
第
事

荷

錨
成
雲
詩

(
三
手
本

・
九
大
本

)

(井
上
本
)

o
<
o

o
<
o

評

錨
成
雲
詩

秤

錘
成
雲
詩

こ
の
よ
う
に
二
行

の
文

が

一
行

に
合

わ
さ

っ
た
よ
う
な
形
に
な

っ
て
い
る
。

脱
漏
1
で
は
共
通

の
脱
文
を
有
し

て
い
た
陽
本

に
は
こ
の
脱
字

は
な

い
が

「此
九
字
イ
本
二
元
(朱
)

評
定
擬
文
章
生
詩
第
事

と

い
う
書
入
が
あ
る
。
転
写

の
際

の
隣
行

へ
の
目
移
り
か
ら
生
じ
た
脱
字

と
理

解
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、

三
手
本

・
井
上
本
、
及
び
陽
明
本
イ
本

の
間

の

つ
な
が
り
を
示
す
脱
字

と
言
え
よ
う
。

〔
脱
漏
3
〕
陽
本

の
み
に
あ
る

一
九
字
の
脱
字

で
あ
る
。
第

二
節

で
明
ら
か
に
な

っ
た
書
本

と
陽
本

の
つ
な
が
り
を
も
と
に
し

て
、

こ
の
脱
字
を
考
え
て
み
る
。

(脱

漏

の
な

い
本

文

11
書

本

)

静
3
ウ
三
～
五
、
1

は
中
略
の
印

自
嘉
初
香
者
亦

含
氣
有
素
遂
」
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則
晃
者
生
於
道
-

芽
香
者
薦
於
」

宗
廟
鬼
神
之

口

若
能
性
絶
鵬
」

(
陽
明
本
)

晃
初
香
者
亦
自

氣
有
素
遂
則
」

v
。廟

鬼
神
之

口
嘗
　

能
性
絶
鵬
幾
」

ち
ょ
う
ど

一
行
分

に
相
当
す
る
脱
字

で
あ
る
が
伝
本
中

に
は

「
晃
」
で
始
ま
り

「宗
」

で
終
わ
る
行
を
持

つ
本
は
な
い
。
陽
本
と
同
系
統
と
み
ら
れ
る
書
本
は

右

の
よ
う
な
字
配
り
で
あ

り
、

こ
の
二
本
を
比

べ
る
と
、

陽
本

に
は
脱
字
箇
所

の
数
行
前

に
二
○
字

の
行
が
あ
り
、
以
後
、
書
本
と

の
同

に

一
字
ず

つ
の
ず
れ

が
あ
る
。

陽
本
が
書
本

の
様
な
形
の
本
文
を
転
写
し
た
と
す
る
と
、
行

頭
に
く

る
で
あ
ろ
う

「
是
」
字

が
も
と
本

に
二
字
並

ん
で
い
た
た
め
目
移
り
を
起
こ
し

次

の
行
の

「
廟
」
を
行

の
頭

に
写
し
た
、
と

い
う
見
方

が
で
き
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
又
、

こ
の
脱
字

は
陽
本

の
み

に
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
他

の

伝
本

中

に
は
陽
本

の
転
写
本
は
な

い
と
言
え
よ
う
。

〔
脱
漏

4
〕

九
大
本

の
み
に
あ

る
七
四
○
余
字

の
脱
漏

で
あ
る
。

巻

五
の

巻
頭

に
は
良
香
の
対
策
文

二
條
が
収

め
ら
れ
て

い
る
が
、
九
大
本

は

「
神
仙
策
」
の

後
半
部
分
と
次

の

「
漏
刻
策
」
全
文
を
欠

い
て
、

そ
の
ま
ま
次

の
策
問

へ
移

っ

て
い
る
。

(九
大
本

銘
ウ

一
・
二
=
静
35
ウ
五
ー
銘
オ
五
)

而
極
綴
緯

桑
之
頻
甚
入
道
之

V

o策
問

丁
の
変
わ
り
目
で
は
な
く
行

の
中
途

で
途
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
大
き

な
脱
漏
は
九
大
本

に
よ

っ
て
生

じ
た
落
丁
や
書

き
損

じ
に
よ
る
も

の

で

は

な

く
、
九
大
本

の
親
本

に
お

そ
ら
く
二
丁
程
度

の
落
丁
が
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
と

想
像
さ
れ
る
。

以
上
、

四

つ
の
脱
漏
を
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
前
節

で
明
ら
か

に
な

っ
た
伝

本
間

の
関
係
を
裏
付
け
た
だ
け

で
な
く
、
更

に
三
手
本

・
九
大
本

・
井

上
本

と

陽
明
本
と
の
関
係
を
も
窺

う
こ
と
が

で
き
た
。

四

こ
こ
で
は
特

に
第

二

・
第

三
節

で
深
く
言
及
す
る

こ
と

の
で
き
な
か

っ
た
京

大
本
を
取

り
上
げ

て
、
少

し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

京
大
本

に
は

「
都
氏
文
集
」
本
文
と
同
筆
の

「
都
氏
文
集
補

遺
」
が
合
綴
さ

れ

て
い
る

こ
と
は
書
誌

で
既
に
述

べ
た
。

こ
の
補
遺

に
つ
い
て
述

べ
る
前

に
、

「
彰
考
館
本
」
都
氏
文
集

に
ふ
れ
て
お

こ
う
。

彰
考
館

に
は
そ
の
目
録

に
よ
る
と
、

か
つ
て
二
本

の

「
都
氏
文
集
」
が
所
蔵

(注

12
)

さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
ど
ち
ら
も
戦
災

で
焼
失

し
た
と
い
う

こ
と

で
、
現
在

は

(注

13

)

彰
考
館
蔵
書
中

に

「都
氏
文
集
」
は
な
い
。
川

口
久
雄
氏

の
御
著
書

に
よ
れ
ば
、

二
本

の
う
ち

の

一
本

に
は
、
補
遺
が
合

綴
さ
れ
、
光

囲
の
慶
安

二
年

の
践
文
を

有
し
、

「本
朝
文
集
」
の
編
集
資
料
と
さ
れ
た
、
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。

こ
の

本

の
本
文

は
失
わ
れ
た
が
、
肢
文
は
光
囲

の

「常
山
文
集
」
巻
十
九
に
収

め
ら

れ

て
い
て
今
も
み
る

こ
と
が

で
き
る
。
即
ち
、

(前
略
〉
今
也
余
歩
下
冷
泉
藤
君
為
景
友
善
。

一
日
君
袖
都
宿
禰
良
香
文
集

一
冊
来

示
余
。
余
欣
欣
焉
日
。
此
毘
山
之
片

玉
而
合
浦
之
還
珠
也
。
何

従

得
此
。
及
審
閲
之
前
後
脱
亡

三
四
五
巻
僅
存
。
余

憂
其
不
螢
雪
之
次

漏
干

此
巻
者
錐
片
語
隻
字
不
敢
廃
棄
随
看
随

聞
漫
編
其
後
。

日
補
遺
。
(以
下
略
)

(大
意
)
友

下
冷
泉
為
景
が
持

っ
て
来
た
都
氏
文
集

は
前
後
を
脱
亡
し
た
巻
三

四
五
か
ら
成
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
憂
ひ
、
片
語
隻
字
と

い
へ

ど
、
目
に
ふ
れ
耳

に
聞
く
も

の
を
す

べ
て
あ

つ
め
、
後

ろ
に
つ
け
'

補
遺
と
名
付
け
た
。

一27一



こ
の
肢
文

に
よ

っ
て
光
囲
が

「
都
氏
文
集
」
を
得
、
補
遺
を
編
む

に
至

っ
た
経

緯
を
知

る
こ
と
が

で
き
る
。

さ
て
、

こ
の
光

囲
の
時

に
編
ま
れ
た

「
都
氏
文
集
補
遺
」
は
現
在
、
京
大
本

と
内
乙
本

で
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

三
代
格

・
朗
詠

・
新
撰
朗
詠

・
文
粋
な
ど

か
ら
良
香

の
作

品
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
両
者

は
そ
の
内
容
に
少
し
く
差

が
あ

る
。
京
大
本

は
、
目
録

・
論
奏

・
序

・
記

・
伝

・
封
策

・
雑
著
を
収
め
る

が
、
内
乙
本

の
方

は
以
上

の
内
容

に
更

に
議

二
篇
と
詩
六
首
、

及
び
光
囲

の
践

文
を
も

つ
。
ど
ち
ら
が
本
来

の
姿
を
忠
実

に
伝

え
て
い
る
か
、
彰
考
館
本
を
見

る
こ
と

の
で
き
な

い
今
は
定

か
で
は
な

い
が
、
内
乙
本

に
於

い
て
、
京
大
本

と

重
な
る
部
分

は

一
七
字

一
○
行
書

で
あ
る
の
に
、
議
詩

の
六
丁
は

一
六
字
八
行

書

で
あ
る
の
は
、
注
意
す

べ
き

で
は
あ
る
ま
い
か
。
京
大
本

と
内
乙
本

に
共
通

の
部
分

は

一
字

一
句
異
同
の
な

い
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
る

い
は
、

こ

の
共
通
部
分

に
肢

を
付

し
た
形
が
慶
安

二
年

に
編
ま
れ
た
補
遺

の
姿

で
あ
り
、

京
大
本

は
肢
を
脱
し
、
内
乙
本
は
、
後

に
更

に
議
詩
を
加
え
た
、
と

い
う
推
定

が

で
き

る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

京
大
本
補
遺
が
彰
考
館
本
の
姿
を
伝
え
て
い
る
と
な
る
と
、
補
遺
と

一
筆
で

合
綴
さ
れ
て
い
る
都
氏
文
集
の
本
文
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
上
の
表
は
、
彰
考
館

本
を
資
料
と
し
た
と
い
う
本
朝
文
集

(新
訂
増
補
国
史
大
系
本
)
と
京
大
本
を

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

「本
朝
文
集
」
所
収
の

「都
氏
文
集
」
は
全
体
の
半
分
程
で
あ
る
が
、
本
文
を

比
較
す
る
と
京
大
本
の
独
自
異
字
と
共
通
す
る
こ
の
様
な
例
が
か
な
り
み
ら

れ
、
彰
考
館
本
と
の
つ
な
が
り
が
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

五

〔
都
氏
文
集
伝
本

の
想
定
系
譜
〕

(

)
は
現
存
し
な
い
本
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京
大
本

・
本
朝
文
集

1
ウ

五

1ー

ウ
四

11

ウ
六

6

ウ
三

7
オ
七

慈
鳥
書
浴
出
没

須
致
懸
車
之
請

税
駕
於
蓬
華
之
門

赴
遊
於
辟
薩
之
脛

困
扇
遂
分

旙
々
翔
老

他

本

慈
鳥
之
書
浴
出
没

頓
致
懸
車
之
請

税
駕
於
蓬
華
之
門

赴
遊
於
蒋
纏
径

團
扇
遂
成

幡
々
朔
老



系
譜
と
言

っ
て
も
本

と
本

の
間
を
直
接
結

ぶ
こ
と

の
で
き

る
の
は
、
三
手
本

と
山
口
本

の
間

の
み

の
、
き
わ
め
て
大

ざ

っ
ぱ
な
も

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
現
存
十
三
本

の
中

で
よ
り
純
粋
な
伝
本

は
ど
れ

で
あ
ろ
う
か
。
転

写
回
数

の
少
な

い
写
本

程
そ
の
蓋
然

性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
系
譜

の
上

か
ら
は
内
甲
本

・
書
本

・
静
本

の
三
本

を
あ
げ
る

こ
と
が

で
き
よ
う
。

内
甲
本
は

そ
の
書
写
が
慶
長
年
間
と
い
う
最
も
古

い
本

で
あ
る
が
、
第

二
節

で
も
指
摘
し
た
よ
う

に
、
内
甲
本
系
統
に
の
み
共
通

す
る
異
字
が
多

い
。
又
、

脱
字
、
と
り
わ
け
欠
字

の
多
さ
は
信
頼
す
べ
き
本
文
と
し

て
の
条
件

か
ら
は
ず

れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

書
陵
部
本
は
、
陽
本

の
み
と
共
ハ通

す
る
異
字
が
多
く
、
独
自

の

要

素

を

有

し
、
更

に
ど

の
系
統
の
要
素
を
も
具
有

す
る
中
間
本
的
性
格
が
み
ら
れ
る
の
は

第

二
節

で
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
性
格
が
転
写
に
よ
る
混
態
で
あ

る
た
め

か
、
純
粋
な
姿
を
伝

え
て
い
る
た
め
か
は
容
易

に
は
決
し
難

い
。
た
だ
、
私
と

し
て
は
、
他
本
と
異
な
る
独
自

の
性

質
を
強
く
も

つ
本
文

に
拠
る

こ
と
に
対
し

て
疑
問
を
も

つ
で
あ
る
。

そ
の
点

に
於

い
て
、
第

一
に
十
三
本
中
脱
字
異
字

が
も

っ
と
も
少

な
く
、
第

二
に
、
独
自

の
異
字
も
不
注
意

の
た
め
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
(例

、従
四
位
↓

従
中
位
、
申

ス
↓
中

ス
な
ど
)
性
質
の
も

の
で
あ
る
た
め

に
却

っ
て
意
図
的
改

変

の
要
素
が
少

な

い
と
解
釈

で
き
、
第

三
に
、
明
確
な
書
写
年

を
も

つ
伝
本

の

中

で
は
最
も
古

い
寛
文

の
識
語
を
有

す
る
、
等

の
理
由
か
ら
考
え
合
わ
せ
て
、

今

は
こ
の
静
嘉
堂
文
庫
本

に
拠
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

注(
1
)

「平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
上
」
一
六
九
頁
明
治
書
院

(2
)
林
驚
峯
、
名
は
恕
、
号
、
春
斎
。

(3
)

「孝
経
楼
」
は
山
本
北
山
の
蔵
書
印
で
あ
る
。

(
「日
本
の
蔵
書
印
」
昭
二
九
)
山
本
北
山
は

折
衷
学
を
お
さ
め
、
文
化
九
年
六
一
で
没
し
た
漢
学
者
。

(
・
)
山
・
図
毒

の
似
閑
本
の
・
農

「鋤
難

榊
わ
。
穽

似
閑
本
目
録
」

(昭
三
一
、
山
・

図
書
館
叢
刊
第
三
冊
〉
に
詳
し
い
。

(
5
)
東
北
大
本
の
存
在
は
岡
村
繁
先
生
の
御
指
教
に
よ
る
。

(
6
)
こ
の
印
は
秋
山
茂
憲
の
蔵
書
印
で
あ
る
と
い
う
。

(
「
日
本
の
蔵
書
印
」
昭
二
九
)
歳
寒
堂
に

所
蔵
し
て
い
た
本
を
明
倫
堂
に
附
与
し
、
更
に
　
義
塾
が
敬
承
し
た
と
い
う
本
の
来
歴
を
語
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

(7
)
観
智
院
本
名
義
抄

「手
自
テ
ヅ
カ
ラ
」

南
史
、
劉
苞
伝

「手
自
編
輯
」

(
8
)
野
間
成
大
、
字
は
子
苞

・静
軒
、
号
は
柳
谷

・白
雲
洞

・
潜
楼
。
延
宝
四
年
六
十
九
で
没
。

(9
)
未
詳
。

(10
)
校
合
本
の
所
蔵
者
の
名
を
明
記
し
て
親
本
の
蔵
者
に
ふ
れ
て
い
な
い
の
は
識
語

一
般
か
ら
考
え

る
と
特
殊
に
思
わ
れ
る
が

「君
命
」
が
行
を
改
め
て
い
る
事
か
ら
も
、
こ
こ
は
君
命
に
依

っ
て

君
の
書
物
を
繕
写
し
、
他
の
二
本
と
校
合
し
た
と
み
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(11
)
二
本
共
、
現
存
は
不
明
。
驚
峯
本
は
内
閣
文
庫
の
三
本
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

(12
)
都
氏
文
集

都
良
香
著

「

一

写

都
氏
文
集
井
補
遺

源
光
囲
校
及
鐙
、
慶
安
二
蹟
文

一

一

写

「彰
考
館
圓
書
目
録
」

(13
)
川
口
氏
前
掲
著

(注
1
)

〔付
記
〕

東
北
大
学
蔵
本
の
存
在
は
、
岡
村
繁
先
生
の
御
教
示
な
く
し
て
は
知
り
え
な
い
も
の
で
し
た
。
大
切

な
御
写
真
ま
で
お
貸
し
下
さ
い
ま
し
た
先
生
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

伝
本
調
査
の
際
快
く
閲
覧
を
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
、
内
閣
文
庫

・
書
陵
部

・静
嘉
堂
文
庫

・
都
立

中
央
図
書
館

・
京
都
大
学
附
属
図
書
館

・
陽
明
文
庫

・
三
手
文
庫

・
山
ロ
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
。〔

追
記
〕

校
正
の
段
階
で
、
渋
谷
栄

一
氏
の

「都
氏
文
集
諸
本
致
」

(
「国
学
院
雑
誌
」
八
五
四
号
)
に
接
し

た
。
拙
論
と
は
、
書
誌
に
お
い
て
多
少
重
復
す
る
部
分
も
あ
り
、
臆
す
る
気
が
し
な
い
で
は
な
い
が
、

方
法
論
及
び
結
論
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
手
を
加
え
ず
に
お
く
こ
と
と
し
た
。
尚
、

氏
の
論
に
対
す
る
私
な
り
の
考
え
は
、
近
日
中
に
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
。
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